
１年のまとめの３学期が始まります。寒い日が続きますが、換気や手洗いをしっかり行い感染予防に努めましょう。
ねん が っ き はじ さむ ひ つづ か ん き て あ ら おこな かんせんよ ぼ う つと

また、色々な食べ物をバランスよく食べて病気に負けない体力をつけましょう。
いろいろ た もの た びょうき ま たいりょく

今月の給食目標
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あきる野市 学校給食 センター
の し がっこうきゅうしょく

日本の学校給 食は、明治22年、山形県鶴岡町（現：鶴岡市）の私立忠愛小学校で提供されたのが始まりとされていま
に ほん がっこうきゅうしょく めい じ ねん やまがたけんつるおかまち げん つるおか し し りつちゅうあいしょうがっこう ていきょう はじ

す。その後、各地に広まったものの、戦争による食 料不足で中断されてしまいました。
ご かく ち ひろ せんそう しょくりょう ぶ そく ちゅうだん

戦後、子どもたちの栄養不足を改善するため、昭和21年にアメリカの支援団体「LARA（アジア救済公認団体）」から、
せん ご こ えいよう ぶ そく かいぜん しょう わ ねん し えんだんたい ラ ラ きゅうさいこうにんだんたい

給 食用物資の寄贈を受けて、翌年１月から学校給 食が再開されることになりました。昭和21年12月24日に、東京都内
きゅうしょくようぶっ し き ぞう う よくねん がつ がっこうきゅうしょく さいかい しょう わ ねん がつ か とうきょう と ない

の小学校で給 食用物資の贈呈式が行われたことから、この日を「学校給 食感謝の日」としましたが、昭和25年度から
しょうがっこう きゅうしょくようぶっ し ぞうていしき おこな ひ がっこうきゅうしょくかんしゃ ひ しょう わ ねん ど

は、冬季休 業と重ならない１月24日〜30日までの１週間を「全国学校給 食 週間」とすることが定められました。
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ろって、おせち料理やお雑煮といった
りょう り ぞう に

正月料理を食べて、新年の無事を祈り
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ます。現在では、おせち料理を手作り
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する家庭が減っており、洋風や中華風
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全国学校給 食 週間を通して、学校給 食の意義や役割などを皆さんに知ってもらい、学校給 食につ
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いてあらためて考える機会にしてほしいと思います。
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※地域や家庭によって違いがあります。
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